
『
詩
經
』
國
風
の
構
造
分
析

二
一

序
言

　
『
詩
經
』
國
風
は
主
に
西
周
～
春
秋
朞
の
黃
河

域
一
五
ヶ
國
の
歌
謠（

（
（

一
六
〇

篇
を
國
別
に
編
纂
し
た
歌
謠
集
で
あ
る
。
國
別
に

錄
し
た
の
は
、
國
に
よ
っ
て

歌
謠
文
化
が

な
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
國
風
の
♫
曲
は

早
く
に
失
わ
れ
た
う
え
、
從
來
の
硏
究
で
は
、
詩
の
內
容
や
假
借
字
の
解
釋
は
學

者
に
よ
り
大
き
く

な
る
の
で
、
殘
さ
れ
た
詩
の
內
容
だ
け
か
ら
各
國
の
歌
謠
文

化
の
特
徵
を
朙
ら
か
に
す
る
の
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。

　

そ
れ
に
對
し
、
詩
の
構
造
か
ら
得
ら
れ
る
知
見
は
、
詩
の
內
容
や
假
借
字
の
解

釋
に
拘
わ
ら
ず
共
㊒
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
失
わ
れ
た
♫
曲
の
地
域
差
も
詩
の
構

造
の
地
域
差
と
對
應
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
從
來
の
構
造
分
析（

（
（

の

硏
究
は
個
々
の
詩
を
個
別
に
取
り
扱
う
だ
け
で
、
詩
の
構
造
に
お
け
る
地
域
差
は

ほ
と
ん
ど
顧
慮
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
詩
の
疊
詠
構
造
、
脚

構
造
の
兩
面
か
ら
國
風
の
詩
の
構

造
分
析
を
行
い
、
そ
の
基
本
的
構
造
と
歌
謠
文
化
の
地
域
差
に
つ
い
て
考
察
を
試

み
る
こ
と
に
す
る
。

一
、
國
風
の
構
造

析

⒜
疊
詠
構
造
と
四
句
構
造
に
よ
る

析

　

國
風
に
は
四
字
四
句
三

（
表
一
）
で
、
疊
詠
構
造
を
持
つ
詩
が
極
め
て
多
い

こ
と
か
ら
、
ま
ず
こ
れ
を
手
掛
か
り
に
國
風
の
詩
の
基
本
構
造
を
朙
ら
か
に
し
て

み
た
い
。

　

國
風
の
疊
詠
構
造
は
、
①
各

に
同
じ
句
を
反
復
す
る
も
の
（

閒
反
復
）、
②

內
に
同
じ
句
を
反
復
す
る
も
の
（

內
反
復
）、
③
疊
語
な
ど
句
內
で
同
じ
語
を

反
復
す
る
も
の
（
句
內
反
復
）
に
分
け
ら
れ
る
が
、
重
層
的
に
複
數
の
反
復
構
造

を
持
つ
句
も
あ
る
。

　

①
各

に
同
じ
句
を
反
復
す
る

閒
反
復
に
は
、
鄘
風
「
鶉
之
奔
奔
」

　
　

鶉
之
奔
奔
、
鵲
之
彊
彊
。
人
之
無
良
、
我
以
爲
兄
。

　
　

鵲
之
彊
彊
、
鶉
之
奔
奔
。
人
之
無
良
、
我
以
爲
君
。

の
第
三
句
「
人
之
無
良
」
の
よ
う
に
各

と
も
同
じ
位
置
に
同
じ
句
を
反
復
す
る

も
の
（

閒
反
復
句
）、
第
四
句
「
我
以
爲
兄
」「
我
以
爲
君
」
の
よ
う
に
、
各

と
も
同
じ
位
置
に
句
の
一

を
反
復
す
る
も
の
（

閒

分
反
復
句
）、
第
一
、
第

二
句
の
「
鶉
之
奔
奔
」「
鵲
之
彊
彊
」
の
よ
う
に
、

に
よ
っ
て
順
序
を
入
れ
替
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圖
一
　
各
國
風
の
歌
謠
型
の
分
布
パ
タ
ン
の
類
似
性
（
多
次
元
尺
度
法
）

2.0

1.0

0.0

-1.0-2
-1

0
1

2

周
南

秦
風 唐
風

魏
風

齊
風

鄭
風

王
風

衞
風

鄘
風

邶
風

召
南

豳
風

曹
風

陳
風

檜
風

表
一
　「
國
風
」
各
篇
の
・
句
・
字
數
構
造

周南
召南
邶風
鄘風
衞風
王風
鄭風
齊風
魏風
唐風
秦風
陳風
檜風
曹風
豳風

合計

各
篇
の

數

二
2 

2 
2 

2 
2 
11 

1 
3 

5 
3 

4 
2 

39 
三

10 
12 

5 
7 

4 
8 

9 
8 

4 
6 

7 
6 

4 
1 

1 
92 

四
1 

9 
3 

1 
2 

3 
3 

22 
五

2 
1 

1 
4 

六
1 

1 
2 

七
0 

八
1 

1 

各
篇
の

第
一

の
句
數

二
句

1 
1 

三
句

1 
3 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

10 
四
句

8 
7 
11 

3 
6 

3 
10 

6 
2 

3 
8 

3 
3 

3 
76 

五
句

2 
2 

1 
2 

1 
8 

六
句

1 
1 

6 
3 

1 
3 

5 
2 

3 
4 

2 
2 

1 
1 

35 
七
句

1 
1 

4 
1 

1 
1 

9 
八
句

1 
1 

1 
1 

1 
3 

1 
9 

九
句

1 
1 

1 
3 

一
〇
句

1 
1 

1 
1 

4 
一
一
句

1 
1 

一
二
句

1 
1 

1 
1 

4 

各
篇
の

第
一

第
一
句

の
字
數

三
字

2 
3 

1 
1 

4 
1 

1 
2 

1 
16 

四
字

9 
11 

18 
9 

9 
9 
16 

8 
4 

9 
9 

9 
3 

4 
7 
134 

五
字

1 
1 

1 
1 

2 
1 

1 
8 

六
字

1 
1 

2 
合
計

11 
14 

19 
10 

10 
10 

21 
11 

7 
12 

10 
10 

4 
4 

7 
160 
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駕
我
乘
馬
、　

說
于
株
野
。
乘
我
乘
駒
、
朝
⻝
于
株
。

第
一

第
四
句
「
從
夏
南
」
は
同
じ

の
第
二
句
を
遲
れ
て
繰
り
﨤
し
（

內
遲

延
反
復
句
）、
各

第
三
句
「
匪
㊜
株
林
」「
乘
我
乘
駒
」
は
そ
れ
ぞ
れ
同
じ

の

第
一
句
の
一

を
遲
れ
て
繰
り
﨤
す
（

內
遲
延

分
反
復
句
）。

　

③
句
內
で
同
じ
語
を
反
復
す
る
句
內
反
復
に
は
、
歬
揭
の
鄘
風
「
鶉
之
奔
奔
」

の
よ
う
な
一
字
の
疊
語
、
邶
風
「
式
微
」
第
一

第
一
句
「
式
微
式
微
」
の
よ
う

な
二
字
の
疊
語
が
あ
る
。
ま
た
、
衞
風
「
氓
」
第
二

第
六
、
第
七
句
「
載
笑
載

言
、
爾
卜
爾
筮
」
の
よ
う
に
對
句
形
式
の
句
內
反
復
句
も
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
疊
詠
構
造
は
種
類
が
多
く
複
雜
で
あ
る
が
、
後
述
の
よ
う
に
、

脚

の
上
か
ら
見
る
と
反
復
句
は
そ
の
他
の
句
と

な
る
特
徵
を
持
つ
。
本
稿
で

は
最
初
に

閒
と

內
の
反
復
句
の
み
を
取
り
上
げ
て
構
造
を
分
析
し
、
次
に
殘

り
の

分
反
復
、
交
差
反
復
、
遲
延
反
復
、
句
內
反
復
等
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に

す
る
。

　

ま
ず

閒
反
復
句
を
「
Ａ
」、

內
反
復
句
を
「
Ｃ
」（
Ａ
と
Ｃ
の
兩
方
の
要
素
を

持
つ
場
合
は
Ａ
に
分
類
）、
Ａ
・
Ｃ
に

當
し
な
い
殘
り
の
句
を
「
Ｂ
」
と
表
記
す

る
と
、
周
南
「
樛
木
」
は
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
と
表
記
で
き
る
。
本
稿
で
は
こ
の
よ
う
に
詩

の
基
本
構
造
を
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
で
記
號
化
し
た
も
の
を
歌
謠
型
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た

い
。

　
　

南Ａ

㊒
樛
木
、
Ｂ

纍
之
。
樂Ａ

只
君
子
、
福Ｂ

履
綏
之
。

　
　

南Ａ

㊒
樛
木
、
Ｂ

之
。
樂Ａ

只
君
子
、
福Ｂ

履
將
之
。

　
　

南Ａ

㊒
樛
木
、
Ｂ

縈
之
。
樂Ａ

只
君
子
、
福Ｂ

履
成
之
。

豳
風
「
伐
柯
」
の
歌
謠
型
は
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
と
表
記
で
き
る
。

　
　

伐Ｂ

柯
如
何
、
匪Ｂ

斧
不
克
。
取Ｂ

妻
如
何
、
匪Ｂ

媒
不
得
。

　
　

伐Ｂ

柯
伐
柯
、
其Ｂ

則
不
遠
。
我Ｂ

覯
之
子
、
籩Ｂ

豆
㊒
踐
。

陳
風
「
防
㊒
鵲
巢
」
の
歌
謠
型
は
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
と
表
記
で
き
る
。

え
て
句
全

を
反
復
す
る
も
の
が
あ
る
（

閒
交
差
反
復
句
）。

　

ま
た
、
豳
風
「
狼
跋
」

　
　

狼
跋
其
胡
、
載
疐
其
尾
。
公
孫
碩
膚
、
赤
舄
几
几
。

　
　

狼
疐
其
尾
、
載
跋
其
胡
。
公
孫
碩
膚
、
德
♫
不
瑕
。

の
第
一
、
第
二
句
の
よ
う
に
、
句
の
歬

「
狼
」「
載
」
は
順
序
を
變
え
ず
に
反

復
し
（

閒

分
反
復
）、
句
の
後

「
跋
其
胡
」「
疐
其
尾
」
は
順
序
を
入
れ
替

え
て
反
復
す
る
（

閒
交
差

分
反
復
）
句
も
見
ら
れ
る
。

　

召
南
「
野
㊒
死
麕
」
で
は
、
第
二

が
第
一

よ
り
一
句
遲
れ
て
、
句
の
一

を
反
復
し
て
い
る
（

閒
遲
延

分
反
復
句
）。

　
　

野
㊒
死
麕
、　

白　　

包
之
。　

㊒
女
懷
春
、　

吉
士
誘
之
。

　
　

林
㊒
樸
樕
、　

野
㊒
死
鹿
。　

白　

純
束
、　

㊒
女
如
玉
。

　
　

舒
而
脫
脫
兮
、
無
感
我
帨
兮
、
無
使
尨
也
吠
。

ま
た
、
周
南
「
桃
夭
」
第
一

第
四
句
「
宜
其
室
家
」
と
第
二

第
四
句
「
宜
其

家
室
」
の
よ
う
に
、（
お
そ
ら
く
脚

を
踏
む
た
め
に
）

に
よ
っ
て
句
の
語
順
を
入

れ
替
え
て
反
復
す
る
句
も
あ
る
（

閒
語
順
交
差
反
復
）。

　

②

內
に
同
じ
句
を
反
復
す
る

內
反
復
に
は
、
齊
風
「
東
方
之
日
」、

　
　

東
方
之
日
兮
。
彼
姝
者
子
、
在
我
室
兮
。
在
我
室
兮
、
履
我

兮

　
　

東
方
之
⺼
兮
。
彼
姝
者
子
、
在
我
闥
兮
。
在
我
闥
兮
、
履
我
發
兮
。

の
第
四
句
「
在
我
室
兮
」「
在
我
闥
兮
」
の
よ
う
に
、
直
歬
の
句
を
繰
り
﨤
す
尻

取
り
句（

（
（

（

內
反
復
句
）
と
、
周
南
「
汝

」
第
三

、

　
　

魴
魚
赬
尾
、
王
室
如
燬
、
雖
則
如
燬
、
父
母
孔
邇
。

の
第
三
句
の
よ
う
に
、
直
歬
の
句
の
一

（
こ
こ
で
は
「
如
燬
」）
を
繰
り
﨤
す
も

の
（

內

分
反
復
句
）
が
あ
る
。

　

ま
た
、
陳
風
「
株
林
」
は
二
句
單
位
で

內
反
復
す
る
。

　
　

胡
爲
乎
株
林
、
從
夏
南
。　

匪
㊜
株
林
、
從
夏
南
。
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表
二
　「
國
風
」
の
各

冐
頭
四
句
に
お
け
る
閒
反
復
句
（
Ａ
）・

內
反
復
句
（
Ｃ
）・
そ
の
他
の
句
（
Ｂ
）
の
構
造
と
そ
の
出
現
頻
度

周
南

召
南

邶
風

鄘
風

衞
風

王
風

鄭
風

齊
風

魏
風

唐
風

秦
風

陳
風

檜
風

曹
風

豳
風

合計
第一
第二
第三
第四
第一
第二
第三
第一
第二
第三
第四
第五
第六
第一
第二
第三
第四
第五
第一
第二
第三
第四
第五
第六
第一
第二
第三
第一
第二
第三
第四
第一
第二
第三
第四
第一
第二
第三
第一
第二
第三
第四
第五
第一
第二
第三
第一
第二
第三
第一
第二
第三
第一
第二
第三
第四
第一
第二
第三
第四
第五
第六
第七
第八

BB
1
1
1

3
BBB

1
1

1
1

1
1
1

1
1

1
1
1

1
1
1

15
BAB

1
1
1

1
1

5
BBA

1
1
1

1
1

5
ABB

1
1
1

3
BBBB

2
1
3
1
3
2
3
9
9
8
6
3
1
4
3
4
1
1
6
6
4
3
1
1

1
5
5
3

4
4
5

2
2
1
1
1
1

3
2
2
5
3
2

1
2
3
2
1
2
1
1
1
1
152

ABAB
5
7
7

5
6
4
4
4
2

2
3
2

3
3
2

5
5
5
6
6

2
2
1

1
1
1
3
3
1

4
4
2
3
4
3
1
1
1
2
3
3
1
1
1
1

136
BBAB

1
1
2
2
3
3
7
4

3
3
1

1
1

1
1

4
4
3
1
2
2
2
2
2
2
1
5
5
4
1
1
2
3
3
2
3
1
2
2
1
2
1
1

1
1

100
ABBB

1
1

1
1

2
2

1
1
1

2
2
1

1
1
1

1
20

BBBA
1
1

1
1
1

1
1
1

8
ABBA

1
1
1

1
1

1
1

7
AABB

1
1

1
1

1
1

6
BBAA

1
1
1

1
1
1

6
BBCB

1
1
1
1

1
1
1

7
AAAA

1
1
1
1

4
BABC

1
1
1

1
1

5
合
計

111111
114141219191712

3
11010

8
1
11010

8
4
1
11010

8
212110

1111110
2
7
7
41212

7
1
11010

71010
6
4
4
4
4
4
4
3
7
7
5
4
1
1
1
1
482

（
㊟
）
表
の
上

に
一

が
三
句
以
下
の
詩
を
別
に
拔
き
出
し
た
。

（
㊟
）

閒
反
復
句
（
Ａ
）
と
は
、
同
一
の
句
が

閒
で
繰
り
﨤
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

內
反
復
句
（
Ｃ
）
と
は
、

內
で
直
歬
の
句
と
同
一
の
句
を
繰
り
﨤
す
も
の
で
あ
る
。
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地
に
多
く
見
ら
れ
る
歌
謠
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
殷
時
代
に
作
ら
れ
た
古
い
歌
謠

と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
殷
の
宮
廷
♫
樂
を
取
り
入
れ
た
と
言
わ
れ
る（

（
（

大
雅
も

の
七
四
％
が
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
型
（
殷
歌
謠
）
で
、
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
型
（
周
歌
謠
）
は
二
篇
六

し
か
な
い
。

　

そ
れ
に
對
し
、
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
型
が
中
心
歌
謠
型
と
な
っ
て
い
る
の
は
唐
風
、
檜
風

で
あ
る
の
で
、
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
型
を
と
り
あ
え
ず
唐
歌
謠
（
唐
に
多
い
歌
）、
唐
歌
謠
が

中
心
歌
謠
型
と
な
っ
て
い
る
地
域
を
唐
歌
謠
文
化
圈
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　

圖
一
は
試
み
に
多
次
元
尺
度
法
を
用
い
て
歌
謠
型
の
分
布
パ
タ
ン
（
表
二
）
が

似
た
國
ど
う
し
を
近
く
に
配
置
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
歌
謠
文
化
圈
の
中
心
諸
國

の
詩
と
そ
の
他
の
國
の
詩
の
關
係
を
見
て
取
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

歌
謠
文
化
圈
ご
と
に
各
歌
謠
型
の

數
（
表
二
）
の
合
計
を
算
出
し
、　

檢
定

で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
三
つ
の
歌
謠
文
化
圈
の
歌
謠
型
分
布
パ
タ
ン
の
閒
に

計
的

に
㊒
意
な
差
が
見
ら
れ
た
（
周
と
殷χ

2

＝77.58, p

≲.001

、
周
と
唐χ

2

＝35.70, 
p

≲.001

、
殷
と
唐χ

2

＝53.16, p

≲.001

）。

⒞
中
心
歌
謠
型
假
說

　

次
に
歌
謠
型
と
詩
の
內
容
の
關
係
に
つ
い
て
檢
討
す
る
。
本
稿
で
は
特
定
の
解

釋
の
立
場
を
避
け
る
た
め
、
ま
ず
歌
謠
型
と
そ
の

で
用
い
ら
れ
て
い
る
詩
の

內
容
と
深
く
關
わ
る
語
句
と
の
關
係
を
檢
討
し
た
。
表
四
は
周
三
國
、
殷
の
衞

三
國
、
唐
風
・
檜
風
に
分
け
て
、
⑴
怒
り
と

し
み
「
怒
・
怨
・
艱
・

・
嘆
・

勞
・
侮
・
凶
」、
⑵
憂
い
「
憂
」、
⑶
悲
し
み
「
悲
・
悼
・
泣
」、
⑷
愛
「
愛
・
思
・

懷
・
見
」、
⑸
喜
び
「
喜
・
樂
・
說
・
笑
」、
⑹
「
酒
・
醉
・
飮
」、
⑺
「
王
」、
⑻

「
美
」、
⑼
「
君
子
」、
⑽
「
友
・
朋
」、
⑾
魚
扁
の
漢
字
が
使
わ
れ
て
い
る

の
歌

謠
型
を
調
べ
た
も
の
で
あ
る
（
助
字
は
除
く
）。
表
四
に
よ
る
と
、
⑴
～
⑷
は
周
三

國
で
は
主
に
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
型
で
、
殷
の
衞
三
國
で
は
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
型
で
、
唐
・
檜
で
は

Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
型
で
歌
わ
れ
る
。
そ
れ
に
對
し
、
⑸
⑹
は
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
型
以
外
で
、
⑺
⑻

　
　

防Ｂ

㊒
鵲
巢
、
邛Ｂ

㊒
旨

。
誰Ａ　

予
美
、
心Ｂ

焉
忉
忉
。

　
　

中Ｂ

唐
㊒
甓
、
邛Ｂ

㊒
旨

。
誰Ａ　

予
美
、
心Ｂ

焉
惕
惕
。

鄘
風
「
相
鼠
」
の
歌
謠
型
は
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
と
表
記
で
き
る
。

　
　

相Ｂ

鼠
㊒
皮
、
人Ｂ

而
無
儀
。
人Ｃ

而
無
儀
、
不Ｂ

死
何
爲
。

　
　

相Ｂ

鼠
㊒
齒
、
人Ｂ

而
無
止
。
人Ｃ

而
無
止
、
不Ｂ

死
何
俟
。

　
　

相Ｂ

鼠
㊒
體
、
人Ｂ

而
無
禮
。
人Ｃ

而
無
禮
、
胡Ｂ

不
遄
死
。

　

表
二
は
國
風
各
篇
に
お
け
る
各

の
冐
頭
四
句
の
歌
謠
型
を
調
査
し
分
類
し
た

も
の
で
あ
る
。
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
型
、
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
型
、
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
型
は
用
例
が
多
く
、
ど

の
國
に
も
遍
在
し
て
お
り
、
こ
の
三
型
が
國
風
の
基
本
的
歌
謠
型
と
言
っ
て
よ
い

こ
と
に
な
る
。

⒝
週
歌
謠
・
殷
歌
謠
・
唐
歌
謠

　

國
風
に
は
途
中
の

か
ら
歌
謠
型
が
變
わ
る
た
め
複
數
の
歌
謠
型
を
持
つ
詩

（
歌
謠
型
變
化
型
）
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
國
ご
と
に
各
歌
謠
型
を
含
む
詩
の
割
合
を

調
査
し
、
そ
の
う
ち
最
も
多
い
歌
謠
型
（
中
心
歌
謠
型
）
を
灰
色
で
示
し
た
も
の

が
表
三
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
歌
謠
型
の
場
合
も
、
そ
の
歌
謠
型
を
含
む
詩
が
他
の

國
に
比
べ
て
多
い
國
が
、
そ
の
歌
謠
型
の
中
心
地
域
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。

　

表
三
に
よ
る
と
、
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
型
が
中
心
歌
謠
型
と
な
っ
て
い
る
の
は
周
三
國

の
詩
（
周
南
、
召
南
、
王
風
）、
秦
風
、
曹
風
で
あ
り
、
周
お
よ
び
そ
の
周
邊
が
多

い
。
從
っ
て
、
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
型
は
周
の
地
域
を
中
心
と
す
る
周
歌
謠
で
あ
り
、
こ
れ

ら
の
地
域
は
周
歌
謠
文
化
圈
だ
と
言
っ
て
よ
い（

（
（

。

　

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
型
が
中
心
歌
謠
型
と
な
っ
て
い
る
の
は
衞
三
國
の
詩
（
邶
風
、
鄘
風
、

衞
風
）、
齊
風
、
陳
風
、
豳
風
で
あ
り
、
殷
の
故
地
で
あ
る
衞
お
よ
び
そ
の
周
邊

が
多
い
。
從
っ
て
、
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
型
は

殷
の
地
域
を
中
心
と
す
る
殷
歌
謠
で
あ

り
、
こ
れ
ら
の
地
域
は
殷
歌
謠
文
化
圈
だ
と
言
っ
て
よ
い
。
殷
歌
謠
と
は

殷
の

χ2
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表
三
　
各
歌
謠
型
を
含
む
詩
の
割
合
（
％
）

周
南

召
南

邶
風

鄘
風

衞
風

王
風

鄭
風

齊
風

魏
風

唐
風

秦
風

陳
風

檜
風

曹
風

豳
風

四
句
構
造

以
上

ABAB
63.6 

42.9 
21.1 

30.0 
30.0 

50.0 
28.6 

18.2 
14.3 

25.0 
40.0 

40.0 
25.0 

75.0 
14.3 

BBBB
36.4 

35.7 
63.2 

50.0 
60.0 

10.0 
28.6 

45.5 
28.6 

8.3 
30.0 

50.0 
25.0 

50.0 
57.1 

BBAB
9.1 

21.4 
36.8 

30.0 
10.0 

10.0 
23.8 

18.2 
28.6 

41.7 
30.0 

30.0 
50.0 

50.0 
14.3 

そ
の
他

18.2 
14.3 

26.3 
10.0 

10.0 
30.0 

23.8 
9.1 

14.3 
16.7 

10.0 
28.6 

二
句
ま
た
は
三
句
構
造

9.1 
28.6 

10.0 
4.8 

18.2 
14.3 

8.3 
25.0 

14.3 
（
㊟
）
複
數
の
歌
謠
型
を
持
つ
詩
（
歌
謠
型
變
化
型
）
が
あ
る
の
で
合
計
は
100％

を
越
え
る
。

（
㊟
）
灰
色
で
示
し
た
の
は
そ
の
國
で
最
も
多
い
歌
謠
型
で
あ
る
。

表
四
　
各
歌
謠
型
に
お
い
て
當
語
句
が
使
用
さ
れ
た
數

怒
・
怨
・
艱
・

・
嘆
・
勞
・

侮
・
凶

憂
悲
・
悼
・
泣
愛
・
思
・
懷
・

見
喜
・
樂
・
說
・

笑
酒
・
醉
・
飮

王
美

君
子

友
・
朋

魚
・
魴
・
鱣
・

鮪

周三國

殷三國

唐・檜

周三國

殷三國

唐・檜

周三國

殷三國

唐・檜

周三國

殷三國

唐・檜

周三國

殷三國

唐・檜

周三國

殷三國

唐・檜

周三國

殷三國

唐・檜

周三國

殷三國

唐・檜

周三國

殷三國

唐・檜

周三國

殷三國

唐・檜

周三國

殷三國

唐・檜
ABAB

2
1

5
5

1
2

2
6

3
3

5
6

1
2

6
3

2
1

1
BBBB

10
8

3
3
15

1
11

2
3

1
2

1
4

3
1

1
1

BBAB
1

2
1

1
1

3
8

6
2

3
3

3
1

1
そ
の
他

2
1

1
1

6
1

5
3

1
2

6
1

2
1

合
計

2
14

3
6
13

3
2

5
2
18

29
15

8
11

9
1

3
3

4
3

3
0

7
3
13

7
4

1
1

1
1

2
1

（
㊟
)周
南
「
漢
廣
」
の
「
思
」
は
助
字
と
考
え
ら
れ
る
の
で
除
い
た
。
同
じ

に
複
數
回
使
用
さ
れ
た
場
合
も
一

分
の
み
カ
ウ
ン
ト
し
た
。



『
詩
經
』
國
風
の
構
造
分
析

二
七

第
五
節
で
詳
說
す
る
が
、
Ｃ
（

內
反
復
句
）
も
Ａ
と
同
一
脚

を
踏
ま
な
い
が
、

こ
の
場
合
は

內
の
全
て
の
Ｂ
・
Ｃ
が
同
一
脚

を
踏
む
原
則
が
見
出
さ
れ
る
。

　

Ａ
Ｂ
別
脚

を
守
ら
な
い
殘
り
の
三
〇
篇
三
三

（
七
％
）
の
三
分
の
二
は
殷

歌
謠
文
化
圈
で
作
ら
れ
た
他
國
の
歌
謠
型
（
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
型
以
外
の
も
の
）
で
あ
る
が

（
表
八
）、
特
定
の
疊
詠
構
造
と
の
關
係
は
見
ら
れ
な
い
。
以
下
、
各
歌
謠
型
ご
と

に
そ
の
特
徵
と
脚

に
つ
い
て
考
察
す
る
。

二
、
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
歌
謠
（
週
歌
謠
）

⒜
週
歌
謠
の
地
域
差

　

表
九
は
「
第
一

が
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
で
始
ま
る
詩
」
を
纏
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
歬

揭
の
「
樛
木
」
を
始
め
、
周
南
の
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
歌
謠
は
全
て
四
句
三

、
そ
れ
に
對

し
王
風
の
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
歌
謠
（
東
遷
以
降
の
周
歌
謠
）
は
全
て
、「
兔
爰
」（
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ
Ｂ
）
の
よ
う
に
句
數
が
六
～
十
句
に
增
え
た
「
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
＋
α
型
」
で
あ

る
。
從
っ
て
、
構
造
上
か
ら
も
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
型
の
基
本
型
は
四
句
三

で
古
い
周
歌

謠
、
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
＋
α
型
は
そ
の
發
展
型
で
新
し
い
周
歌
謠
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

王
風
の
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
＋
α
型
の
α

の
歌
謠
型
に
は
規
則
性
ら
し
い
も
の
は
見
當

た
ら
な
い
が
、
內
容
は
大
槪
詠
嘆
表
現
が
多
い
（
黍
離
「
知
我
者
、
謂
我
心
憂
」、
揚

之
水
「
懷
哉
懷
哉
、
曷
⺼
予
還
歸
哉
」、
中
谷
㊒

「
嘅
其
嘆
矣
」、
兔
爰
「
尙
寐
無
吪
」、

「
亦

我
顧
」）。
從
っ
て
、
王
風
の
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
＋
α
型
は
時
代
の
變
化
に
よ

り
、
基
本
型
に
詠
嘆

が
付
加
さ
れ
て
で
き
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

召
南
の
周
歌
謠
は
周
南
と
王
風
の
特
徵
を
併
せ
持
つ
も
の
で
、
周
南
タ
イ
プ
の

基
本
型
二
篇
（
鵲
巢
、
摽
㊒
梅
）、
王
風
タ
イ
プ
の
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
＋
α
型
二
篇
（
殷
其

靁
、
小
星
）、
途
中
の

か
ら
歌
謠
型
が
變
わ
る
歌
謠
型
變
化
型
（
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
→
Ｂ

Ｂ
Ｂ
Ｂ
）
一
篇
（
采

）
か
ら
な
る
（
表
九
）。
そ
れ
以
外
の
歌
謠
型
に
つ
い
て
も
、

召
南
に
は
歬
述
の

閒
交
差
反
復
（
羔
羊
、
何
彼

矣
）
や

閒
遲
延

分
反
復

は
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
型
以
外
で
、
⑼
⑽
は
主
に
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
型
で
、
⑾
は
主
に
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
型

で
歌
わ
れ
て
い
る（

（
（

こ
と
が
分
か
ろ
う
。

　

以
上
⒜
⒝
⒞
の
結
果
か
ら
次
の
假
說
を
導
く
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
民
謠
に

は
、
①
そ
の
地
域
で
主

の
中
心
歌
謠
型
と
少
數
派
の
周
邊
歌
謠
型
が
あ
り
、
②

歌
謠
型
の
構
造
は
民
謠
の
主
題
や
起
源
を
反
映
す
る
と
考
え
ら
れ
、
③
⑴
～
⑷
の

愛
と

し
み
を
歌
う
詩
は
主
に
中
心
歌
謠
型
で
、
そ
の
他
の
詩
は
主
題
に
㊜
し
た

歌
謠
型
で
歌
わ
れ
て
い
る
。
④
中
心
歌
謠
型
を
共
㊒
し
あ
う
地
域
が
歌
謠
文
化
圈

で
、
⑤
中
心
歌
謠
型
の
共
㊒
が
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
共
㊒
に
重
要
だ
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
中
心
歌
謠
型
假
說
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。

　

表
三
に
よ
る
と
、
鄭
風
は
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
型
と
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
型
が
同
數
、
魏
風
は
Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ
型
と
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
型
が
同
數
な
の
で
歌
謠
文
化
圈
は
特
定
で
き
な
い
。
し
か

し
、（
表
に
は
示
し
て
い
な
い
が
）
鄭
風
の
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
型
で
は
⑴
～
⑷
の
愛
と

し

み
を
示
す
語
句
は
四
篇
に
見
ら
れ
る
が
、
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
型
で
は
一
篇
し
か
な
い
。
ま

た
魏
風
の
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
型
に
は
「
憂
」「
思
」
が
見
ら
れ
る
が
、
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
型
に
は

⑴
～
⑷
の
語
句
は
見
ら
れ
な
い
。
從
っ
て
、
中
心
歌
謠
型
假
說
か
ら
推
論
す
る
と

鄭
は
殷
歌
謠
文
化
圈
、
魏
は
唐
歌
謠
文
化
圈
に
屬
す
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。

　

表
五
、
表
六
、
表
七
は
歬
述
の
結
果
が
詩
全
體
の
主
題
に
も
槪
ね
當
て
は
ま
る

こ
と
を
示
す
た
め
、
白
川
靜（

（
（

と
加
納
喜
光（

（
（

、
石
川
忠
久（

（
（

の
解
釋
に
基
づ
い
て
詩
の

主
題
と
「
第
一

の
歌
謠
型
」
と
の
關
係
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

⒟
歌
謠
型
と
脚

の
原
則
（
Ａ
Ｂ
別
脚

）

　

國
風
四
八
二

の
う
ち
四
四
九

（
九
三
％
）
は
Ａ
（

閒
反
復
句
）
と
Ｂ
が
同

一
脚
（
（（
（

を
踏
ま
な
い
こ
と
か
ら
、
Ａ
Ｂ
別
脚

は
國
風
の
基
本
的
脚

原
則
と
考

え
ら
れ
る
。
Ｂ
に
分
類
さ
れ
た
句
（

分
反
復
句
、
遲
延
反
復
句
、
交
差
反
復
句
、
反

復
の
な
い
句
）
は
Ａ
と
同
一
脚

を
踏
ま
な
い
と
い
う
共
通
點
を
持
つ
。
ま
た
、



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
五
集

二
八

表
五
　
詩
の
內
容
（
白
川
）
と
第
一
の
歌
謠
型
の
關
係

愛
情

し
み

歌
垣

祝
頌

敍
事
詩

そ
の
他

周
三
國

殷
三
國

唐
・
檜

周
三
國

殷
三
國

唐
・
檜

周
三
國

殷
三
國

唐
・
檜

周
三
國

殷
三
國

唐
・
檜

周
三
國

殷
三
國

唐
・
檜

周
三
國

殷
三
國

唐
・
檜

ABAB
3

3
1

5
1

1
1

4
1

1
4

4
2

BBBB
6

6
1

7
5

4
1

BBAB
2

4
1

3
1

4
そ
の
他

3
1

2
1

1
1

1
4

1
3

2
1

合
計

8
10

7
6

9
3

1
2

1
8

2
1

1
7

0
13

14
4

（
㊟
）
詩
の
解
釋
は
白
川
靜
『
詩
經
國
風
』
平
凢
社
、
一
九
九
〇
年
に
據
っ
た
。

（
㊟
）
複
數
の
カ
テ
ゴ
リ
に
分
類
さ
れ
た
詩
も
あ
る
。

表
六
　
詩
の
內
容
（
加
納
）
と
第
一
の
歌
謠
型
の
關
係

喜
び

悲
し
み

し
み

戰
爭

戀
愛

結
婚

周
三
國

殷
三
國

唐
・
檜

周
三
國

殷
三
國

唐
・
檜

周
三
國

殷
三
國

唐
・
檜

周
三
國

殷
三
國

唐
・
檜

周
三
國

殷
三
國

唐
・
檜

周
三
國

殷
三
國

唐
・
檜

ABAB
3

2
5

3
2

1
1

1
1

4
2

8
3

1
BBBB

1
2

1
2

8
3

2
4

5
7

BBAB
1

1
2

1
3

3
1

3
3

5
3

1
そ
の
他

2
1

2
1

1
1

1
5

2
1

3
2

2
合
計

7
3

6
9

12
1

2
8

4
2

2
2

13
14

8
11

15
4

（
㊟
）
詩
の
解
釋
は
加
納
喜
光
譯
『
詩
經
上
』（
中
國
の
古
典
一
八
、
學
習
硏
究
社
、
一
九
八
二
年
）
に
據
っ
た
。

（
㊟
）
詩
は
原
則
と
し
て
「
結
婚
＋
喜
び
」、「

戀
愛
＋

し
み
」
の
よ
う
に
２
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
に
重
複
し
て
分
類
さ
れ
る
。

表
七
　
詩
の
內
容
（
石
川
）
と
第
一
の
歌
謠
型
の
關
係

し
み
・
嘆
き

夫
（
妻
)を
思
う
・
偲
ぶ

祖
靈
・
降
神

請
雨
儀
禮

戀
歌
垣

周
三
國

殷
三
國

唐
・
檜

周
三
國

殷
三
國

唐
・
檜

周
三
國

殷
三
國

唐
・
檜

周
三
國

殷
三
國

唐
・
檜

周
三
國

殷
三
國

唐
・
檜

周
三
國

殷
三
國

唐
・
檜

ABAB
4

2
1

4
2

1
1

2
BBBB

1
2

1
4

3
3

2
3

1
BBAB

1
1

1
2

2
1

2
1

1
3

2
そ
の
他

1
1

1
2

1
1

3
1

1
1

合
計

5
3

2
4

6
2

7
8

4
1

3
0

6
3

2
1

7
3

（
㊟
）
詩
の
解
釋
は
石
川
忠
久
『
詩
經
上
』『
詩
經
中
』（
新
釋
漢
文
大
系
、
朙
治
書
院
、
一
九
九
七
～
八
年
）
に
據
っ
た
。

（
㊟
）
複
數
の
カ
テ
ゴ
リ
に
分
類
さ
れ
た
詩
も
あ
る
。



『
詩
經
』
國
風
の
構
造
分
析

二
九

表
八
　
A
B
別
脚
の
原
則
を
破
る
詩
の
篇
數

一
の
み
破
る

全
破
る

合
計

第
一

中
閒

最
終

BBAB
型

2
4

4
2

12
BBBB

型
0

ABAB
型

7
1

1
1

10
AABB

型
1

1
ABBB

型
3

1
4

ABBA
型

2
2

BBA
型

1
1

合
計

16
6

5
3

30
殷
歌
謠
文
化
圈

8
6

3
3

20
周
歌
謠
文
化
圈

5
2

7
唐
歌
謠
文
化
圈

3
3

合
計

16
6

5
3

30

表
九
　「
國
風
」
の
A
B
A
B
型
歌
謠
の
分
類

周
南
召
南
邶
風
鄘
風
衞
風
王
風
鄭
風
齊
風
魏
風
唐
風
秦
風
陳
風
檜
風
曹
風
豳
風

基
本
型

基
本
型

四
字
四
句
三

（
ABAB）

×
３

4
1

1
1

1
三
～
五
字
四
句
三

（
ABAB）

×
３

1
1

1

變
化
型

數
減
少
型

四
字
四
句
二

（
ABAB）

×
２

1
1

1
1

1
四
～
六
字
四
句
二

（
ABAB）

×
２

1

ABAB+
α
型

五
句
以
上

（
ABAB+

α
）
×
２

1
1

4
2

1
（
ABAB+

α
）
×
３
以
上

1
1

1
5

1
1

2
1

1
1

歌
謠
型
變
化
型

四
句

ABAB
→
BBAB

1
ABAB

→
BBBB

1
1

1

ABAB+
α
・
歌
謠
型

變
化
型

五
句
以
上

ABAB+
α
→
BBBB+

α
1

ABAB+
α
→
ABBB+

α
1

（
㊟
）
第
一

が
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
で
始
ま
る
詩
の
み
を
分
析
の
對
象
と
し
た
。

表
十
　「
國
風
」
の
A
B
A
B
歌
謠
の
數
に
よ
る
分
類

周南
召南

邶風
鄘風

衞風
王風

鄭風
齊風

魏風
唐風

秦風
陳風

檜風
曹風

豳風
二

1
1

1
1

6
2

2
1

三
5

4
1

2
5

2
1

1
2

2
1

1
四

3
2

（
㊟
）
第
一

が
ABAB

で
始
ま
る
詩
の
み
を
分
析
の
對
象
と
し
た
。
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第
六
十
五
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三
〇

う
。
こ
の
よ
う
に
、
主
題
提
示

が
あ
り
、
第
一
展
開

、
第
二
展
開

が
續
く

構
造
は
世
界
各
國
の
♫
樂
に
よ
く
見
ら
れ
る
。

⒞
週
歌
謠
の
脚

原
則
と
音
樂
性

　

國
風
に
は
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
で
始
ま
る

が
一
三
六

あ
り
（
表
二
）、
う
ち
一
二
五

は
Ａ
Ｂ
別
脚

の
原
則
を
守
る
。
も
し
、
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
歌
謠
が
二
つ
の
パ
ー
ト
に

分
か
れ
て
歌
う
歌
と
し
て
發
逹
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
脚

は
♫
响
效
果
の
た
め
だ

け
で
な
く
、
歌
唱
パ
ー
ト
を
區
別
す
る
意
味
も
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た

と
え
ば
、
周
南
「
桃
夭
」
は
第
一
句
「
桃
之
夭
夭
」
と
第
三
句
「
之
子
于
歸
」
が

閒
反
復
句
で
あ
る
Ａ
Ｂ○

Ａ
Ｂ○

歌
謠
で
、
第
二
句
と
第
四
句
の
Ｂ
に
脚

を
踏
む

（「

hoa

」「
家kea

」、「
實djiet

」「
室sjiet

」、「

tzhen

」「
人njien

」。
○
△
□
は

脚

を
示
す
）。

　
　

桃Ａ

之
夭
夭
、
灼Ｂ

灼
其

○

。
之Ａ

子
于
歸
、
宜Ｂ

其
室
家○

。

　
　

桃Ａ

之
夭
夭
、
㊒Ｂ

其
實◁

。
之Ａ

子
于
歸
、
宜Ｂ

其
家
室◁

。

　
　

桃Ａ

之
夭
夭
、
其Ｂ

□

。
之Ａ

子
于
歸
、
宜Ｂ

其
家
人□

。

　

Ａ
は
全
て
無
脚

で
あ
る
が
、
各

に
同
じ
句
が
あ
る
の
で
同
じ
♫
が
繰
り
﨤

さ
れ
る
。
Ｂ
に
よ
る

內
の
脚

（
右
記
の
詩
の
縦
方
向
）
と
Ａ
に
よ
る

閒
の
繰

り
﨤
し
（
右
記
の
詩
の
橫
方
向
）
が
交
叉
し
、
重
層
的
な
♫

空
閒
を
作
る
。
Ａ
パ

ー
ト
は
第
一

か
ら
第
三

ま
で
二
つ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
交
互
に
繰
り
﨤
し
、
Ｂ

パ
ー
ト
は

ご
と
に
脚

を
二
度
ず
つ
踏
み
な
が
ら
變
化
し
て
い
く
。
さ
ら
に
Ｂ

パ
ー
ト
に
も

閒

分
反
復
（
第
四
句
の
「
宜
其
」）
が
あ
り
、
♫
が
重
な
る
。
周

南
「
兔と

罝し
ゃ

」
で
は
こ
れ
に
加
え
て
二
つ
の

閒
反
復
句
の
閒
に
も
獨
自
の
脚

が

踏
ま
れ
る
（
Ａ◁

Ｂ○

Ａ◁

Ｂ○

）。
周
歌
謠
は
♫

の
交
叉
を
念
頭
に
置
い
て
作
ら
れ
た
重

層
的
唱
和
歌
謠
形
式
な
の
で
あ
る
。
孔
子
が
「
周
は
二
代
に
監
み
て
郁い
く

郁い
く

乎こ

と
し

て
文
な
る
か
な（
（（
（

。」
と
感
嘆
し
た

麗
な
文
化
の
一
端
は
こ
の
歌
謠
文
化
に
示
さ

れ
て
い
る
と
見
て
よ
い
。
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
歌
謠
を
反
復
と
脚

に
よ
る
言

の
♫

♫

（
野
㊒
死
麕
）
な
ど
、
周
南
や
王
風
に
は
見
ら
れ
な
い
複
雜
な
反
復
構
造
を
持
つ
詩

が
多
く
、
三
句
構
造
の
詩
も
多
い
（
表
一
）。
圖
一
に
お
い
て
も
、
召
南
は
周
南
・

王
風
・
曹
風
・
鄭
風
・
陳
風
か
ら
ほ
ぼ
等
距
離
に
あ
り
、
召
南
の
歌
謠
文
化
は
周

南
と
相
當
な
相
違
が
あ
る
。
國
風
の
編
纂
者
が
周
南
と
召
南
を
分
け
た
の
は
十
分

意
味
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

周
三
國
に
は
、
表
九
に
あ
げ
た
詩
の
他
に
、
他
の
歌
謠
型
か
ら
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
型
に

變
化
す
る
も
の
が
三
篇
あ
る
が
（
周
南
「
關
雎
」「
漢
廣
」、
召
南
「

蟲
」）、
こ
れ

ら
は
み
な
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
＋
α
型
な
の
で
比
較
的
新
し
い
詩
と
思
わ
れ
る
。

　

表
十
は
第
一

が
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
で
始
ま
る
詩
の
み
を
取
り
出
し
、

數
を
比
較
し

た
も
の
で
あ
る
。
王
風
は
周
南
と
同
じ
三

形
式
を
守
っ
て
い
る
が
、
鄭
風
で
は

全
て
二

と
短
く
な
り
（
鄭
風
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
歌
謠
）、
邶
風
や
曹
風
で
は
逆
に
四

と

長
く
な
っ
て
い
る
（
邶
曹
風
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
歌
謠
）。
こ
れ
ら
は
周
の
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
歌
謠
が

他
地
域
に
傳
わ
っ
て
變
化
し
、
そ
の
地
域
獨
自
の
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
歌
謠
を
生
ん
だ
も
の

と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

⒝
週
歌
謠
の
起
源

　

周
歌
謠
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
第
一
に
唱
和
說
が
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
周

に
は
Ａ
パ
ー
ト
と
Ｂ
パ
ー
ト
、
も
し
く
は
Ａ
＋
Ｂ
パ
ー
ト
と
Ａ
（
ま
た
は
Ｂ
）
パ

ー
ト
に
分
か
れ
て
唱
和
す
る
風
習
が
あ
り
、
そ
れ
に
㊜
し
た
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
形
式
が
好

ま
れ
、
歌
い
繼
が
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か（
（（
（

。

　

第
二
に
替
え
歌
遊
び
說
が
考
え
ら
れ
る
。
周
南
「
樛
木
」
の
よ
う
に
、
Ａ
Ｂ
Ａ

Ｂ
歌
謠
の
Ｂ
パ
ー
ト
は
同
じ
內
容
を
言

を
變
え
て
繰
り
﨤
す
句
が
多
い
。
こ
れ

は
最
初
の
者
が
第
一

Ｂ
パ
ー
ト
で
喜
び
を
歌
う
と
、
次
の
者
が
第
二

Ｂ
パ
ー

ト
で

興
で
字
句
を
僅
か
に
變
え
た
替
え
歌
を
歌
い
、
三
番
目
の
者
が
さ
ら
に
第

三

Ｂ
パ
ー
ト
で
別
の
替
え
歌
を
歌
う
と
い
う
替
え
歌
遊
び
に
起
源
を
持
つ
の
か

も
し
れ
な
い
。
よ
く
で
き
た
歌
は
人
口
に
膾
炙
し
、
後
世
に
傳
え
ら
れ
た
で
あ
ろ



『
詩
經
』
國
風
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造
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三
一

を
朞
し
て
、
意
圖
的
に
脚

原
則
を
破
っ
た
詩
で
あ
ろ
う
。

　

秦
風
の
「
渭
陽
」（
Ａ
Ｂ○

Ａ
Ｂ○

、
Ａ
Ｂ○

Ａ○

Ｂ○

）
は
江
㊒
誥（
（（
（

に
よ
る
と
、
陳
風
・
魏

風
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
歌
謠
と
は
逆
に
途
中
ま
で
脚

原
則
を
守
る
が
、
最
後
だ
け
Ａ
Ｂ
共

通
の
脚

を
踏
ん
で
終
わ
る
。
こ
れ
は
最
後
に
齊
唱
す
る
形
と
な
る
も
の
で
、
こ

の
詩
の
送
別
の
內
容
に
相
應
し
い
終
わ
り
方
と
言
っ
て
よ
い（
（（
（

。

　

第
五
句
目
以
降
に
Ａ
Ｂ
別
脚

の
原
則
を
破
る
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
歌
謠
は
二
篇
三

あ

り
（
邶
風
「
燕
燕
」
第
二

Ａ○

Ｂ◁

Ａ○

Ｂ◁

Ａ◎

Ｂ◎

、
鄭
風
「
溱
洧
」
Ａ
Ｂ○

Ａ
Ｂ○

Ａ◁

Ａ◁

Ａ◁

Ａ
Ａ◎

Ａ

Ｂ◎

Ａ◎

）、
秦
風
「
渭
陽
」
と
同

、

末
Ａ◎

に
Ａ
Ｂ
共
通
の
脚

を
踏
ん
で
終
わ

る
。
同

の
詩
は
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
歌
謠
に
も
二
篇
あ
り
（
邶
風
「
北
風
」
第
三

、
鄘
風

「
桑
中
」
第
一

）、
い
ず
れ
も
他
國
の
歌
謠
型
（
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
型
、
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
型
）
が
殷

歌
謠
文
化
圈
に
傳
わ
っ
て
作
ら
れ
た
詩
で
あ
ろ
う
（
表
八
）。

⒠
句
內
反
復

　
「
夭
夭
」
の
よ
う
に
一
字
を
反
復
す
る
疊
語
は
周
南
（
二
六
個
）
や
王
風
（
一
六

個
）
の
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
型
に
多
い
。
ま
た
、「
○
哉
○
哉
」
形
式
の
疊
語
は
周
三
國
の

Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
型
の

に
の
み
見
ら
れ
る
が
（
周
南
「
關
雎
」、
召
南
「
殷
其
靁
」
な
ど
）、

「
○
兮
○
兮
」
形
式
の
疊
語
は
殷
・
唐
歌
謠
文
化
圈
に
の
み
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

も
各
歌
謠
文
化
の
特
色
を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

三
、
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
歌
謠
（
殷
歌
謠
）

　

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
型
の
詩
も
そ
の
疊
詠
構
造
に
着
目
す
る
と
、

閒

分
疊
詠
型
（
各

と
も

閒

分
反
復
句
が
半
數
以
上
）、

閒
非
疊
詠
型
（
各

と
も

閒

分
反
復

句
が
半
數
以
下
）、
混
合
型
に
分
類
で
き
る
。
ま
た
、
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
型
に
は
第
五
句
目

以
降
に

閒
反
復
句
（
Ａ
）
が
出
現
す
る
も
の
が
八
篇
一
八

あ
る
が
、
全
て
Ａ

Ｂ
別
脚

の
原
則
を
守
る
（
表
八
）。

⒜

閒
非
疊
詠
型
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
歌
謠

樂
と
見
る
な
ら
ば
、
反
復
は
♫

と
竝
ぶ
重
要
な
♫
樂
技
法
で
、「
漢
字
」
は
♫

符
、「
漢
字
の
竝
び
」
は
樂
譜
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う（
（（
（

。

⒟
脚

原
則
を
破
る
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
歌
謠

　

Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
歌
謠
に
は
、
初
め
の
四
句
が
Ａ
Ｂ
別
脚

の
原
則
を
破
る
詩
が
八

篇
あ
る
。
こ
れ
ら
の
詩
で
は
、
脚

原
則
を
破
っ
て
い
る
の
は
詩
の
第
一

（
七

篇
）
ま
た
は
最
終

（
一
篇
）
だ
け
で
、
殘
り
の

は
脚

原
則
を
守
る
。
た
と

え
ば
、
陳
風
「
東
門
之
池
」
で
は
、
第
一

（
Ａ○

Ｂ○

Ａ
Ｂ○

）
冐
頭
は
脚

原
則
を

破
り
、
第
一
句
（
Ａ
）「
池diai

」
と
第
二
句
（
Ｂ
）「
蔴m

eai

」
が
同
一
脚

を
踏
む
が
、
第
二

以
降
は
Ａ
Ｂ◁

Ａ
Ｂ◁

で
脚

原
則
を
守
る
。

　
　

東Ａ

門
之
池○

、
可Ｂ

以
漚
蔴○
。
彼Ａ

美
淑
姬
、
可Ｂ

與
晤
歌○

。

　
　

東Ａ

門
之
池
、
可Ｂ

以
漚
紵◁

。
彼Ａ

美
淑
姬
、
可Ｂ

與
晤
語◁

。

　
　

東Ａ

門
之
池
、
可Ｂ

以
漚

□

。
彼Ａ

美
淑
姬
、
可Ｂ

與
晤
言□

。

Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
で
始
ま
る
陳
風
の
他
の
詩
も
み
な
第
一

（「
東
門
之
楊
」
Ａ○

Ｂ○

Ａ
Ｂ○

、

「
澤
陂
」
Ａ○

Ｂ○

Ａ
Ｂ○

Ａ○

Ｂ○

）
だ
け
脚

原
則
を
破
る
の
で
、
こ
れ
は
陳
で
生
ま
れ
た

陳
風
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
歌
謠
形
式
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
邶
風
「
日
⺼（
（（
（

」、

衞
風
「
河
廣
」
も
同
じ
形
式
で
、
こ
れ
ら
は
全
て
歌
垣
や
戀
に
纏
わ
る
詩（
（（
（

で
、
周

歌
謠
が
殷
歌
謠
文
化
圈
に
傳
わ
っ
て
作
ら
れ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
魏
風
の
た
だ
一
つ
の
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
歌
謠
「
碩
鼠
」
は
、
第
一

が
全

同

一
脚

を
踏
む
Ａ○

Ｂ○

Ａ○

Ｂ○

で
あ
る
が
、
第
二

以
降
は
Ａ
Ｂ
別
脚

の
原
則
を
守

る
。
な
お
、
周
南
「

」
も
同
じ
形
式
の
詩
で
あ
る
。

　

陳
風
、
魏
風
の
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
歌
謠
は
初
め
Ａ
と
Ｂ
が
同
一
脚

を
踏
む
の
で
、
お

そ
ら
く

閒
反
復
の
Ａ
パ
ー
ト
と

內
で
脚

を
踏
む
Ｂ
パ
ー
ト
が
同
時
に
歌
う

（
齊
唱
）
形
と
な
り
、
周
型
と
は

な
る
印
象
の
歌
い
出
し
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

初
め
は
共
通
だ
っ
た
Ａ
Ｂ
の
♫

が
途
中
か
ら
分
か
れ
、
周
型
の
重
層
的
な
♫

空
閒
が
廣
が
る
。
こ
れ
が
陳
風
や
魏
風
の
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
歌
謠
で
、
新
た
な
♫

效
果
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三
二

「
還
」、
陳
風
「
⺼
出
」
の
七
篇
が
Ｂ
同
一
脚

の
原
則
を
守
る

閒

分
疊
詠
型

Ｂ○

Ｂ○

Ｂ○

Ｂ○

歌
謠
で
、
殷
歌
謠
文
化
圈
（
特
に
鄭
衞
）
に
の
み
見
ら
れ
、
邶
鄘
に
は

な
い
。
ま
た
、
雅
頌
に
お
い
て
は
、

閒

分
疊
詠
型
Ｂ○

Ｂ○

Ｂ○

Ｂ○

歌
謠
は
大
雅

「
鳧
鷖
」
の
一

に
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
從
っ
て
、

閒

分
疊
詠
型
Ｂ○

Ｂ○

Ｂ○

Ｂ○

歌
謠
は
古
來
の
殷
歌
謠
形
式
で
は
な
く
、
他
の
疊
詠
構
造
の
影
响
を
受
け
て

鄭
衞
で
新
た
に
生
ま
れ
た
歌
謠
形
式
と
考
え
ら
れ
る
。

　

脚

原
則
を
守
る

閒

分
疊
詠
型
Ｂ○

Ｂ○

Ｂ○

Ｂ○

型
歌
謠
は
、

閒
疊
詠
に
加

え
、

內
の
全
句
が
同
一
脚

を
踏
む
の
で
、

麗
な
♫

空
閒
を
作
る
。

　
『
樂
記
』
に
「
魏
の
文
侯
、
子
夏
に
問
ひ
て
曰
く
、
吾
端た
ん

冕べ
ん

し
て
古
樂
を
聽
け

ば
、
則
ち
唯
臥
せ
ん
こ
と
を
恐
れ
、
鄭
衞
の
♫
を
聽
け
ば
、
則
ち
倦
む
を
知
ら

ず
。
敢
て
問
う
、
古
樂
の
彼
の
如
き
は
何
ぞ
や
。
新
樂
の
此
の
如
き
は
何
ぞ
や（
（（
（

」

と
あ
る
。
歬
述
の
よ
う
に
、

閒
非
疊
詠
型
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
型
歌
謠
は
「
古
樂
」
で
單

調
な
の
で
眠
く
な
る
（
恐
臥
）
で
あ
ろ
う
が
、

閒

分
疊
詠
型
Ｂ○

Ｂ○

Ｂ○

Ｂ○

型
歌

謠
は
「
新
樂
」
か
つ
「
鄭
衞
之
♫
」
で
、
♫
樂
的
重
層
性
に
富
む
の
で
聞
い
て
い

て
飽
き
な
い
（
不
知
倦
）
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
鄭
衞
之
♫
」
や
、
孔
子
が
古
來
の

「
雅
樂
」
の
形
式
を
亂
す
と
嫌
っ
た
「
鄭
聲（
（（
（

」
と
は

閒

分
疊
詠
型
Ｂ○

Ｂ○

Ｂ○

Ｂ○

歌
謠
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

　

閒

分
疊
詠
型
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
型
歌
謠
で
あ
り
な
が
ら
Ｂ
同
一
脚

の
原
則
を
守

ら
な
い
詩
が
三
篇
あ
る
（
鄘
風
「
干
旄
」
Ｂ○

Ｂ○

Ｂ◁

Ｂ◁

Ａ
Ｂ◁

、
Ｂ○

Ｂ○

Ｂ○

Ｂ○

Ａ
Ｂ○

、
Ｂ○

Ｂ○

Ｂ◁

Ｂ◁

Ａ
Ｂ◁

、
魏
風
「
陟
岵
」
Ｂ○

Ｂ○

Ｂ◁

Ｂ◁

Ａ
Ｂ◁

、
唐
風
「
山
㊒
樞
」
Ｂ○

Ｂ○

Ｂ
Ｂ○

Ｂ
Ｂ○

Ａ
Ｂ○

）。
こ

れ
ら
は

末
が
必
ず
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
で
終
わ
る
と
い
う
構
造
上
の
特
徵
を
持
ち
、
し
か

も
地
域
が
鄘
と
唐
歌
謠
文
化
圈
に
限
ら
れ
て
い
て
、
脚

原
則
を
守
る
詩
の
地
域

と
重
複
し
な
い
。
從
っ
て
、
こ
れ
は

閒

分
疊
詠
型
Ｂ○

Ｂ○

Ｂ○

Ｂ○

歌
謠
と
は
起
源

が

な
る
歌
謠
形
式
で
、
殷
の
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
歌
謠
と
唐
の
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
歌
謠
が
融
合
し

た
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
考
え
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

邶
風
「
靜
女
」
は

閒
非
疊
詠
型
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
歌
謠
の
例
で
あ
る
。

　
　

靜Ｂ

女
其
姝○

、
俟Ｂ

我
於
城
隅○

。
愛Ｂ

而
不
見
、　

搔Ｂ

首
踟
蹰○

。

　
　

靜Ｂ

女
其
孌◁

、
貽Ｂ

我
彤
管◁

。　

彤Ｂ

管
㊒
煒□

、　

說Ｂ

懌
女
美□

。　

　
　

自Ｂ

牧
歸
荑×

、
洵Ｂ

美
且

▷

。　

匪Ｂ

女
之
爲
美×

、
美Ｂ

人
之
貽▷

。

　

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
歌
謠
の
脚

は
每

變
え
る
の
を
原
則
と
す
る
が
、

閒
非
疊
詠

型
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
歌
謠
の
第
一
の
特
徵
は
、
そ
れ
に
加
え
て
右
に
○
△
□
×
▽
で
示

し
た
よ
う
に
脚

を
踏
む
位
置
も
每

變
え
る
こ
と
で
あ
る
。
邶
風
「
柏
舟
」

「
谷
風
」「

兮
」「
靜
女
」、
鄘
風
「
君
子
偕
老
」「
定
之
方
中
」、
衞
風
「
碩
人
」

「
氓
」「
竹
竿
」、
鄭
風
「
女
曰
雞
鳴
」、
齊
風
「
猗
嗟
」、
魏
風
「

屨
」、
秦
風

「
駟
驖
」「
小
戎
」、
陳
風
「
東
門
之
枌
」
の
一
五
篇
が
こ
の
タ
イ
プ
の

閒
非
疊

詠
型
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
歌
謠
で
、
大

分
が
衞
三
國
に
集
中
し
て
い
る
の
で
、「
脚

を

踏
む
位
置
を
每

變
え
る

閒
非
疊
詠
型
」
が
殷
歌
謠
文
化
圈
に
古
く
か
ら
傳
わ

る
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
歌
謠
の
基
本
型
と
考
え
ら
れ
る
。
他
に
、
こ
の
脚

原
則
を
守
ら
な

い

閒
非
疊
詠
型
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
歌
謠
が
六
篇
あ
る
が
、
鄘
衞
に
は
な
く
、
二
篇
は
邶

風
、
四
篇
は
衞
三
國
以
外
の
詩
で
あ
る
。

　

閒
非
疊
詠
型
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
歌
謠
の
第
二
の
特
徵
は
、
右
記
の
邶
風
「
靜
女
」、

第
一
節
で
あ
げ
た
陳
風
「
株
林
」
の
よ
う
に

內
反
復
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。

⒝

閒

疊
詠
型
Ｂ○

Ｂ○

Ｂ○

Ｂ○

歌
謠

　

衞
風
「
考
槃
」
は
各

と
も

閒

分
反
復
句
が
半
數
以
上
を
占
め
る
「

閒

分
疊
詠
型
Ｂ○

Ｂ○

Ｂ○

Ｂ○

歌
謠
」
の
例
で
あ
る
。

閒

分
疊
詠
型
の
脚

原
則
は

Ｂ
同
一
脚

（

內
の
全
て
の
Ｂ
の
句
が
同
一
脚

を
踏
む
）
で
あ
る
。

　
　

考Ｂ

槃
在
㵎○

、
碩Ｂ

人
之

○

。
獨Ｂ

寐
寤
言○

、
永Ｂ

矢
弗
諼○

。

　
　

考Ｂ

槃
在
阿◁

、
碩Ｂ

人
之

◁

。
獨Ｂ

寐
寤
歌◁

、
永Ｂ

矢
弗
過◁

。

　
　

考Ｂ

槃
在
陸□

、
碩Ｂ

人
之
軸□

。
獨Ｂ

寐
寤
宿□

、
永Ｂ

矢
弗
吿□

。

　

衞
風
「

」「
考
槃
」、
鄭
風
「
淸
人
」「
山
㊒
扶

」「
出
其
東
門
」、
齊
風



『
詩
經
』
國
風
の
構
造
分
析

三
三

れ
は
歌
の
途
中
で
轉
調
を
し
た
よ
う
な
强
い
印
象
を
聽
き
手
に
與
え
た
と
思
わ

れ
、
伴
奏
♫
樂
も
こ
こ
で
變
わ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
歌
謠
型
變
化
型
が
最
も
多

い
の
が
邶
風
な
の
で
、
こ
れ
は
邶
で
生
ま
れ
た
歌
謠
技
法
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、

閒
非
疊
詠
型
な
の
に
脚

の
位
置
を
歬
の

と
變
え
な
い
詩
が
五
篇
あ
り

（
衞
鄘
に
は
な
い
）、

閒
疊
詠
が
少
な
く
、

數
も
多
い
。
他
の
歌
謠
型
に
つ
い

て
も
邶
曹
風
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
歌
謠
、
邶
風
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
歌
謠
（
後
述
）
な
ど
邶
獨
自
の
形

式
が
あ
り
、
Ａ
Ｂ
別
脚

の
原
則
を
破
る
詩
も
五
篇
あ
る
。

　

鄘
風
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
歌
謠
は

が
少
な
く
（
三

以
下
が
八
〇
％
）、
句
が
長
く
（
六

句
以
上
の

が
九
二
％
）、
字
餘
り
・
字
足
ら
ず
の

が
多
い
（
三
一
％
）。

に
よ

っ
て
句
の
長
さ
が
違
う
詩
が
あ
る
の
は
衞
三
國
で
鄘
風
だ
け
で
あ
る
。

　

お
そ
ら
く
こ
れ
ら
の
構
造
差
に
應
じ
て
♫
樂
も

な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
衞
三
國
は
同
じ
衞
國
內
に
あ
り
、
詩
の
內
容
も
近
似
し
て
い
る
が
、
各
々
特

徵
的
な
歌
謠
構
造
の
詩
が
存
在
す
る
の
は
、
衞
が
殷
の
遺
民
七
族
を
讓
り
受
け
た

際
に
、
殷
民
が
反
亂
を
起
こ
さ
ぬ
よ
う
狹
い
地
に
閉
じ
こ
め
、
交

を
禁
じ
て
分

割

治
し
、
住
民
を
差
別
し
た（
（（
（

と
い
う
傳
承
を
裏
付
け
る
も
の
と
な
ろ
う
。
國
風

の
編
纂
者
が
邶
風
、
鄘
風
、
衞
風
を
分
け
た
の
は
、
衞
風
の
詩
の
數
が
多
か
っ
た

か
ら
で
は
な
く
、
三
國
が
特
徵
あ
る
歌
謠
文
化
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の

に
違
い
な
い
。

⒡
豳
風
の
歌
謠
型
と
意
味

　

豳
風
は
從
來
、
周
王
朝
創
業
朞
の
歌
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
豳

風
の
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
型
は
「
破
斧
」
一
篇
だ
け
で
、
殘
り
の
大
半
は

閒
非
疊
詠
型
Ｂ

Ｂ
Ｂ
Ｂ
歌
謠
で
、

數
と
字
數
が
多
い
の
も
殷
歌
謠
の
特
徵
を
示
す
。
大
雅
の
大

分
は
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
型
で
あ
る
こ
と
と
併
せ
て
考
え
る
と
、
周
王
朝
創
業
朞
に
は
周

で
も
當
時
の
先
進
文
化
で
あ
る
殷
の
歌
謠
形
式
で
歌
が
創
作
さ
れ
、
周
獨
自
の
歌

謠
は
こ
れ
に
遲
れ
て
成
立
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
豳
風

⒞
混
合
型
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
歌
謠

　
「
混
合
型
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
歌
謠
」
と
は
、
周
南
「
卷
耳
」
の
よ
う
に

閒

分
疊
詠

型
の

と

閒
非
疊
詠
型
の

を
併
せ
持
つ
も
の
で
、

閒

分
疊
詠
型
の

は

四
句
と
も
同
一
の
脚

を
踏
む
が
、

閒
非
疊
詠
型
の

は
歬
後
の

と
違
う
位

置
に
脚

を
踏
む
。

　
　

采Ｂ

采
卷
耳
、
不Ｂ

盈
頃
筐○

。
嗟Ｂ

我
懷
人
、　　

寘Ｂ

彼
周
行○

。�

（
非
疊
詠
型
）

　
　

陟Ｂ

彼
崔
嵬◁

、
我Ｂ

馬
虺
隤◁

。
我Ｂ

姑
酌
彼
金
罍◁

、
維Ｂ

以
不
永
懷◁

。�

（
疊
詠
型
）

　
　

陟Ｂ

彼
高
岡□

、
我Ｂ

馬
玄
黃□

。
我Ｂ

姑
酌
彼
兕
觥□

、
維Ｂ

以
不
永
傷□

。�

（
疊
詠
型
）

　
　

陟Ｂ

彼
砠×

矣
、
我Ｂ

馬
瘏×

矣
、
我Ｂ

僕
痡×

矣
、　　

云Ｂ

何
吁×

矣
。�

（
疊
詠
型
）

周
南
「
卷
耳
」、
齊
風
「
雞
鳴
」、
豳
風
「
鴟
鴞
」
の
三
篇
が
こ
の
脚

原
則
を
守

る
混
合
型
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
歌
謠
で
、
衞
三
國
に
は
見
ら
れ
な
い
の
で
、
殷
文
化
の
影
响

を
受
け
て
他
國
で
作
ら
れ
た
詩
と
考
え
ら
れ
る
。
齊
風
「
東
方
未
朙
」
の
み
は
例

外
で
、
混
合
型
で
あ
る
が
こ
の
脚

原
則
を
守
ら
な
い
。

⒟
歌
謠
型
變
化
型
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
歌
謠
は

閒
非
疊
詠
型

　

歬
述
の
三
つ
の
型
以
外
に
、
國
風
に
は
歌
謠
型
變
化
型
の
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
歌
謠
が

二
七
篇
三
九

あ
る
が
、
全
て

閒
非
疊
詠
型
で
あ
る
（
う
ち
六
七
％
の

は
や
は

り
脚

を
踏
む
位
置
を
歬
後
の

と
變
え
る
）。
こ
の
點
か
ら
も

閒
非
疊
詠
型
が
古

來
の
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
歌
謠
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⒠
衞
三
國
の
殷
歌
謠
（
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
型
）
の
相
違

　

衞
風
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
歌
謠
の
特
徵
は
、
邶
鄘
に
は
見
ら
れ
な
い

閒

分
疊
詠
型
Ｂ○

Ｂ○

Ｂ○

Ｂ○

歌
謠
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
一
句
四
字
の
規
則
を
嚴
格
に
守
り
、

字
餘
り
・
字
足
ら
ず
は
一
句
し
か
な
い
。
衞
風
の
他
の
歌
謠
型
に
つ
い
て
も
、
Ａ

Ｂ
別
脚

の
原
則
を
破
る
の
は
一

だ
け
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
對
し
、
邶
風
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
歌
謠
は
「
破
格
」
が
多
い
。
字
餘
り
、
字
足
ら

ず
の

が
二
二
％
あ
り
、
一
二
篇
中
七
篇
は
詩
の
途
中
で
歌
謠
型
が
變
わ
る
。
こ
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は
宮
廷
♫
樂
の

れ
を
く
む
歌
謠
で
、
民
衆
歌
謠
と
は

な
る
も
の
で
あ
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

⒢
殷
歌
謠
の
起
源

　

殷
歌
謠
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
第
一
に
敍
事
詩
を
基
本
と
し
て
成
立
し
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
白
川
靜
の
解
釋
に
よ
る
と
、
敍
事
詩（

（（
（

の
殆
ど
は
殷
歌
謠
文
化
圈

で
作
ら
れ
（
表
五
）、
し
か
も
古
い

閒
非
疊
詠
型
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
歌
謠
で
歌
わ
れ
て

い
る
。
疊
詠
が
な
く
、
字
數
、

數
に
增
減
が
あ
る
方
が
敍
事
に
㊜
す
る
か
ら
で

あ
る
。『
樂
記
』
に
「
肆
直
に
し
て

愛
あ
る
者
は
商
を
歌
ふ
に
宜
し（

（（
（

」
と
あ
る

の
は
、
衞
三
國
の
敍
事
詩
が
「
亡
夫
を
思
う
」「
捨
て
ら
れ
た
女
」「
不
幸
な
結

婚
」
な
ど
を
、
そ
の
身
に
な
っ
て
素
直
に
詠
じ
た
こ
と
を
指
す
の
か
も
し
れ
な

い
。

　

第
二
に
は
、
殷
歌
謠
は
殷
の
祭
祀
儀
禮
を
受
け
繼
い
で
成
立
し
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
殷
の
古
い
廟
歌
を
含
む
商
頌
に
も

閒
反
復
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

⒣
句
內
反
復

　
「
爰
居
爰
處
」（
邶
風
「
擊
鼓
」）
の
よ
う
な
對
句
形
式
の
句
內
反
復
は
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

型
の

に
多
い
（
二
五
例
）
の
が
特
徵
で
、
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
、
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
型
の

に
は

少
な
い
（
各
七
例
）。

四
、
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
歌
謠
（
唐
歌
謠
）

　

Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
型
全
一
〇
〇

の
う
ち
五
九

は
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
四
句
で
構
成
さ
れ
る
。

殘
り
の
四
一

は
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
（
八

）、
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
（
七

）
な
ど
の

「
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
＋
α
型
」
で
あ
る
が
、
五
句
目
以
降
に
は
規
則
性
は
見
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
型
の

は
そ
の
疊
詠
構
造
か
ら
、
第
一
句
が

閒
交
差
反
復
で

始
ま
る
「

閒
交
差
反
復
型
」
八

と
そ
れ
以
外
の

に
分
類
で
き
る
。
後
者
は

さ
ら
に
Ｂ
の
半
數
以
上
が

閒

分
反
復
句
で
あ
る
「

閒

分
疊
詠
型
」
六
九

と
、

閒

分
反
復
句
が
Ｂ
の
半
數
以
下
の
「

閒
非
疊
詠
型
」
二
三

に
分

類
で
き
る
。

⒜

閒

疊
詠
型
Ｂ○

Ｂ○

Ａ
Ｂ○

歌
謠

　

唐
風
「
羔
裘
」
は

閒

分
疊
詠
型
歌
謠
の
例
で
あ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
の
詩

は
、

閒

分
疊
詠
型
Ｂ○

Ｂ○

Ｂ○

Ｂ○

歌
謠
と
同

、
六
九

中
六
四

（
九
三
％
）

が
Ｂ
同
一
脚

（
Ｂ○

Ｂ○

Ａ
Ｂ○

）
の
原
則
を
守
る
。

　
　

羔Ｂ

裘
豹
袪○

、
自Ｂ

我
人
居
居○

。
豈Ａ

無
他
人
、
維Ｂ

子
之
故○

。

　
　

羔Ｂ

裘
豹
褎◁

、
自Ｂ

我
人
究
究◁

。
豈Ａ

無
他
人
、
維Ｂ

子
之
好◁

。

　

魏
風
「
汾
沮
洳
」「
園
㊒
桃
」、
唐
風
「
綢
繆
」「
羔
裘
」「
采

」、
檜
風
「
羔

裘
」、
秦
風
「

」、
曹
風
「
蜉
蝣
」、
陳
風
「
防
㊒
鵲
巢
」
の
九
篇
が
Ｂ
同
一

脚

を
守
る

閒

分
疊
詠
型
Ｂ○

Ｂ○

Ａ
Ｂ○

歌
謠
で
、
大

分
が
唐
歌
謠
文
化
圈
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
歌
謠
の
基
本
型
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
脚

原
則
を
守
ら
な
い

閒

分
疊
詠
型
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
歌
謠
は
五

あ
る
が
、
召
南
、
鄭

風
、
齊
風
の
詩
で
、
唐
歌
謠
文
化
圈
に
は
な
い
の
で
、
こ
の
地
域
で
作
ら
れ
た

Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
歌
謠
で
あ
ろ
う
。

⒝

閒
非
疊
詠
型
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
歌
謠

　

陳
風
「

門
」
は

閒
非
疊
詠
型
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
歌
謠
の
例
で
あ
る
。

　
　

Ｂ

門
㊒
棘
、
斧Ｂ

以
斯○

之
。
夫Ａ

也
不
良
、
國Ｂ

人
知○

之
。

　
　
　

知Ｂ

而
不
已○

、
誰Ｂ

昔
然
矣○

。

　
　

Ｂ

門
㊒
梅
、
㊒Ｂ

鴞

◁

止
。
夫Ａ

也
不
良
、
歌Ｂ

以
訊◁

之
。

　
　
　

訊Ｂ

予
不
顧□

、
顚Ｂ

倒
思
予□

。

こ
の
タ
イ
プ
の
詩
は
邶
風
に
集
中
し
て
お
り
（
六
篇
一
〇

）、
他
の
國
は
ど
こ
も

一
篇
以
下
な
の
で
、
こ
れ
は
唐
歌
謠
が
邶
に
傳
わ
っ
て
作
ら
れ
た
邶
風
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ

歌
謠
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

閒
非
疊
詠
型
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
歌
謠
で
は
Ｂ
同
一
脚

の

は
四
三
％
だ
け
で
あ
る
。
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⒞

閒

差
反
復
型
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
歌
謠

　

本
稿
第
一
節
に
揭
げ
た
鄘
風
「
鶉
之
奔
奔
」、
豳
風
「
狼
跋
」
が

閒
交
差
反

復
型
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
歌
謠
の
例
で
あ
る
。
國
風
に
は
第
一
句
が

閒
交
差
反
復
で
始
ま

る

が
十

あ
る
が
、
う
ち
八

が
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
型
（
唐
歌
謠
）
で
あ
り
、
Ｂ
同
一

脚

は
見
ら
れ
な
い
。

⒟
Ａ
Ｂ
別
脚

の
原
則
を
破
る
殷
型
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
歌
謠

　

Ａ
Ｂ
別
脚

の
原
則
を
破
る
（
Ａ
と
Ｂ
が
同
じ
脚

を
踏
む
）
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
歌
謠
は

全

で
一
二
篇
一
四

あ
る
が
、
う
ち
一
〇
篇
一
二

は
殷
歌
謠
文
化
圈
の
も
の

で
、
第
二

以
降
に
脚

原
則
を
破
る
詩
が
多
く
（
表
八
。
他
の
歌
謠
型
で
は
殆
ど

第
一

で
あ
る
）、
全
て
脚

を
踏
む
句
を
歬
後
の
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
型
の

と
變
え
て
い

る
。
殷
歌
謠
文
化
圈
で
は
古
來
の

閒
非
疊
詠
型
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
歌
謠
の
「

ご
と
に

脚

を
踏
む
句
を
變
え
る
」
脚

原
則
の
影
响
を
受
け
た
結
果
、
Ａ
と
Ｂ
が
同
一

脚

に
な
っ
た
可
能
性
が
强
く
、
こ
れ
は
殷
型
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
歌
謠
と
稱
し
て
も
よ
い

も
の
で
あ
ろ
う
。

⒠
唐
歌
謠
の
起
源

　

Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
歌
謠
が
多
い
の
は
唐
風
（
五
篇
）、
檜
風
（
二
篇
）
で
あ
る
が
（
表

三
）、
檜
風
は
一
篇
が
歌
謠
型
變
化
型
で
あ
る
の
に
對
し
、
唐
風
に
は
歌
謠
型
變

化
型
が
見
ら
れ
な
い
の
で
、
唐
が
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
型
の
發
祥
地
と
考
え
ら
れ
る
。

　

唐
歌
謠
は
陶
唐
氏
（
堯
）
に
由
來
す
る
歌
謠
文
化
と
言
っ
て
よ
い
の
か
も
し
れ

な
い
。
堯
は
唐
に
都
を
置
い
た
と
傳
え
ら
れ
、
季
札
も
唐
風
を
「
其
れ
陶
唐
氏
の

遺
せ
る
民
㊒
る
か（
（（
（

…
」
と
言
う
。
堯
は
神
話
上
の
人
物
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
に
擬
せ
ら
れ
る
歌
謠
文
化
が
唐
に
實
在
し
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
唐
歌
謠
の
起
源
は
夏
の
文
化
に
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。『
春

秋
左
氏
傳
』
定
公
四
年
に
、
晉
の
唐
叔
を
夏
の
故
地
太
原
に
封
じ
、
政
治
は
夏
の

風
習
、
土
地
の
區
畫
は
戎
の
尺
度
を
用
い
た（
（（
（

と
あ
る
。
夏
王
朝
の
實
在
は
ま
だ

然
と
し
な
い
面
が
あ
り
、
孔
子
が
言
及
し
た
夏
の
文
化
（『
論
語
』
八
佾
篇
な
ど
）

も
朙
確
な
も
の
は
な
い
が
、
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
歌
謠
形
式
は
そ
の
夏
の
文
化
の
一
端
を
示

す
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
と
に
よ
る
と
陶
唐
氏
と
夏
は
同
一
民
族
同
一
文

化
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
型
歌
謠
の
構
造
は
起
（
Ｂ
）
承
（
Ｂ
）
轉
（
Ａ
）
結
（
Ｂ
）
と
な
っ

て
い
る
も
の
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
檜
風
「
羔
裘
」

　
　

羔Ｂ

裘
逍
遙
、
狐Ｂ

裘
以
朝
。
豈Ａ

不
爾
思
、
勞Ｂ

心
忉
忉
。

　
　

羔Ｂ

裘
翺
翔
、
狐Ｂ

裘
在
堂
。
豈Ａ

不
爾
思
、
我Ｂ

心
憂
傷
。

　
　

羔Ｂ

裘
如
膏
、
日Ｂ

出
㊒
曜
。
豈Ａ

不
爾
思
、
中Ｂ

心
是
悼
。

は
抑
制
さ
れ
た
第
一
句
（
起
）、
第
二
句
（
承
）
の
後
、
第
三
句
（
轉
）
で
一
轉
し

て
「
ど
う
し
て
君
の
こ
と
を
思
わ
な
い
で
い
ら
れ
よ
う
か
（
豈
不
爾
思
）」
と
感
情

を
激
し
く
吐
露（
（（
（

し
、
第
四
句
（
結
）
は
心
中
を
淡
々
と
述
べ
て
終
わ
る
。

　

白
川
靜
の
解
釋
に
よ
る
と
、
唐
風
・
檜
風
の
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
歌
謠
七
篇
は
み
な
愛
と

し
み
を
歌
う
敍
情
詩
で
あ
る
（
表
五
）。
加
納
喜
光
（
表
六
）
や
石
川
忠
久
（
表

七
）
の
解
釋
に
お
い
て
も
愛
と

し
み
の
歌
が
多
い
。
國
風
に
は
敍
情
詩
は
な
い

と
す
る
立
場（
（（
（

も
あ
る
が
、
表
五
は
季
札
が
唐
風
を
「
何
ぞ
憂
ひ
の
遠
く
な
る
や（
（（
（

」

と
評
し
た
の
と
も
符
合
す
る
も
の
で
、
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
歌
謠
の
起
源
は
公
的
な
祭
祀
や

行
事
で
な
く
、
民
衆
が
生
活
の
喜
び
や
悲
し
み
を
歌
う
敍
情
詩
で
あ
っ
た
可
能
性

は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

　

ち
な
み
に
、
國
風
の
起
源
に
つ
い
て
は
民
謠
起
源
說
、
祭
祀
起
源
說
な
ど
諸
說

あ
る
が
、

々
な
詩
が
含
ま
れ
て
お
り
、
一
つ
に
限
定
す
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ

う
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
五
集

三
六

五
、
そ
の
他
の
歌
謠
型

⒜

內
反
復
句
（
尻
取
り
句
）
を
含
む
歌
謠
型

　

內
反
復
句
（
Ｃ
）
は
王
風
に
多
く
（
三
篇
）、
他
の
國
は
み
な
一
篇
以
下
で

あ
り
、
歌
謠
型
變
化
型
は
な
い
。
ま
た
、
Ａ
以
外
は
み
な
同
一
の
脚

を
踏
み
、

最
後
が
「
Ｂ○
Ｃ○
Ｂ○

」
で
終
わ
り
、（
邶
風
「
匏
㊒

」
第
四

以
外
は
）
み
な
疊
詠

構
造
を
持
つ
。
從
っ
て
、
疊
詠
形
式
の
「
α
＋
Ｂ○

Ｃ○

Ｂ○

」
が

內
反
復
句
の
基
本

型
で
あ
ろ
う
。
こ
の
タ
イ
プ
の
詩
は
、
召
南
「
江
㊒
汜
」、
齊
風
「
東
方
之
日
」

（
Ｂ○

Ａ
Ｂ○

Ｃ○

Ｂ○

）、
邶
風
「
匏
㊒

」
第
四

、
鄘
風
「
相
鼠
」、
王
風
「
丘
中
㊒
蔴
」

（
Ｂ○

Ｂ○

Ｃ○

Ｂ○

）、
王
風
「

」（
Ａ◁

Ｂ○
Ａ◁

Ｂ○

Ｃ○

Ｂ○

）、
王
風
「
中
谷
㊒

」、
曹
風
「
鳲
鳩
」

（
Ａ
Ｂ○

Ａ
Ｂ○

Ｃ○

Ｂ○

）、
魏
風
「
汾
沮
洳
」（
Ｂ○

Ｂ○

Ａ
Ｂ○

Ｃ○

Ｂ○

）
で
あ
る
。

⒝
短
句
詩
（
二
句
ま
た
は
三
句
か
ら
な
る
詩
）
の
歌
謠
型

　

短
句
詩
三
一

（
表
二
）
の
う
ち
三
〇

は
、
Ａ
Ｂ
別
脚

と
Ｂ
同
一
脚

の

原
則
を
守
り
、
Ａ
は
無
脚

で
あ
る
。
白
川
靜
に
よ
る
と
短
句
詩
に
は
祝
頌
、
戀

愛
、
誘
引
が
多
く
、
辛
い
歌
が
少
な
い（
（（
（

。
召
南
に
は
短
句
詩
が
四
篇
あ
る
が
、
衞

三
國
に
は
見
ら
れ
な
い
の
で
（
表
三
）、
短
句
詩
の
發
祥
地
は
殷
歌
謠
文
化
圈
で

は
な
く
、
召
南
と
考
え
ら
れ
る
。
Ａ
Ｂ
別
脚

の
原
則
を
破
る
た
だ
一
つ
の
詩
、

召
南
「
騶
虞
」（
Ｂ○

Ｂ○

Ａ○

、
Ｂ○

Ｂ○

Ａ
）
は
、
歬
述
の
陳
風
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
歌
謠
と
同

、

第
一

だ
け
Ａ
Ｂ
別
脚

の
原
則
を
破
り
、
第
二

は
脚

原
則
を
守
る
詩
で
あ

る
（
表
八
）。

　

短
句
詩
に
は
、
周
南
「
麟
之
趾
」（
Ｂ○

Ｂ○

Ａ
）、
召
南
「
甘
棠
」（
Ａ
Ｂ○

Ｂ○
）、
召
南

「
行
露
」、「
野
㊒
死
麕
」、
鄭
風
「
丰
」、
齊
風
「

」、
魏
風
「
十
畝
之
閒
」、
檜

風
「
素
冠
」、
豳
風
「
九
罭
」（
Ｂ○

Ｂ○

Ｂ○

）、
王
風
「
采

」、
唐
風
「
無
衣
」（
Ｂ○

Ａ

Ｂ○

）、
齊
風
「
盧
令
」（
Ｂ○

Ｂ○

）
な
ど
が
あ
る
。　

⒞
そ
の
他
の
歌
謠
型

　

そ
の
他
に
、
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ａ
型
、
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ａ
型
、
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
型
、
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
型
、
Ａ

Ｂ
Ｂ
Ｂ
型
、
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ａ
型
が
計
五
一

あ
る
（
表
二
）。
こ
の
う
ち
四
四

は
や

は
り
Ａ
Ｂ
別
脚

の
原
則
を
守
る
。
Ａ
Ｂ
別
脚

の
原
則
を
破
る
七
篇
の
う
ち
六

篇
は
第
一

だ
け
脚

原
則
を
破
る
詩
で
あ
る
。
第
一

だ
け
Ａ
Ｂ
別
脚

の
原

則
を
破
る
の
は
、
殷
歌
謠
以
外
の
詩
に
お
け
る
破
格
の
一
般
的
原
則
と
言
っ
て
よ

い
（
表
八
）。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
歌
謠
型
に
は

閒

分
疊
詠
型
（
Ｂ
の
半
數
以
上
が

閒

分

反
復
）
が
三
四

あ
り
、
う
ち
七
六
％
は
他
の
歌
謠
型
の

閒

分
疊
詠
型
と
同

、
Ｂ
同
一
脚

を
守
る
。
一
方
、

閒
非
疊
詠
型
（

閒

分
反
復
が
Ｂ
の
半
數

未
満
）
で
は
、
Ｂ
同
一
脚

は
一
二
％
だ
け
で
あ
る
。
Ｂ
同
一
脚

は

閒

分

疊
詠
型
歌
謠
の
一
般
的
原
則
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

結
語

　

本
稿
で
は
、
國
風
の
構
造
分
析
に
よ
っ
て
、
中
國
古
代
に
は
♫
樂
性
に
優
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
型
（
周
）、
敍
事
性
に
優
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
型
（
殷
）、
敍
情
性
に
優
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
型

（
唐
）
の
三
つ
の
歌
謠
文
化
圈
が
あ
っ
た
こ
と
を
朙
ら
か
に
し
、
各
歌
謠
型
の
基

本
型
、
發
祥
地
と
起
源
、
脚

原
則
、
歌
謠
型
の
傳
播
に
よ
る
構
造
の
變
化
、
詩

の
內
容
と
の
關
係
な
ど
に
つ
い
て
考
察
し
、
中
心
歌
謠
型
假
說
を
提
出
し
た
。
こ

の
よ
う
な
構
造
分
析
に
よ
る
知
見
は
解
釋
の
立
場
の
違
い
を
離
れ
、
相
互
に
合
意

可
能
な
基
本
的
知
見
と
な
り
う
る
と
思
わ
れ
る
。

註
（
1
）　
「
風
者
民
俗
歌
謠
之
詩
也
」（
朱
熹
『
詩
集
傳
』）。
國
風
を
「
風
刺
」「
風
化
」
の

た
め
の
衟
德
的
敎
訓
歌
と
捉
え
る
說
（
大
序
）、「
風
」
を
「
取
他
文
而
借
用
、
如
風



『
詩
經
』
國
風
の
構
造
分
析

三
七

本
風
雨
之
風
」
と
す
る
說
（
鄭
樵
『
詩
辯
妄
』）、「
歌
に
う
た
う
こ
と
、
之
を
亦
風

す
る
と
云
」
う
と
す
る
說
（
目
加
田
誠
『
詩
經
硏
究
』
目
加
田
誠

作
集
第
一
卷
、

龍
溪
書
舍
、
一
九
八
五
年
、
二
三
二
頁
）、「
風
」
を
「
凢
」
の
假
借
字
と
す
る
說

（
赤
塚
忠
『
詩
經
硏
究
』
赤
塚
忠

作
集
第
五
卷
、
硏
文
社
、
一
九
八
六
年
、
一
〇

～
一
一
頁
）
な
ど
も
あ
る
。

（
2
）　

靑
木
正
兒
『
靑
木
正
兒
全
集
』
第
二
卷
（
春
秋
社
、
一
九
七
〇
年
）。
加
納
喜
光

「
パ
ラ
デ
ィ
グ
ム
變
換
詩
の
構
造
─
詩
經
國
風
の
基
本
詩
形
─
」（『
日
本
中
國
學
會

報
』
第
三
〇
集
、
一
九
七
八
年
、
二
九
～
四
四
頁
）。
家
井
眞
『『
詩
經
』
の
原
義
的

硏
究
』（
硏
文
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）、
な
ど
。

（
3
）　

目
加
田
誠
（
註（
１
））、
一
六
一
頁
。

（
4
）　

周
南
、
召
南
の
場
所
に
つ
い
て
は

說
が
多
い
が
、
周
南
、
召
南
、
王
風
が
周
の

支
配
す
る
地
域
の
詩
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

（
5
）　

大
雅
・
文
王
「
殷
士
膚
敏
、
祼
將
于
京
。
厥
作
祼
將
、
常
服
黼

。」
は
亡
殷
の

貴
族
は
祭
事
儀
禮
に
從
事
し
た
こ
と
を
示
し
、
周
頌
・
㊒
瞽
「
㊒
瞽
㊒
瞽
、
在
周
之

庭
。」
は
樂
人
が
殷
人
の
末
裔
で
あ
る
こ
と
を
示
す
（
白
川
靜
譯
㊟
『
詩
經
雅
頌
』

２
、
平
凢
社
、
一
九
九
八
年
）。

（
6
）　

複
數
の
詩
を
綴
合
し
た
詩
が
あ
る
可
能
性
を
考
慮
し
、

單
位
で
分
析
し
た
。
ま

た
、
紙
數
の
制
限
の
た
め
、
本
稿
で
は
「
主
に
中
心
歌
謠
型
で
歌
う
語
句
」
と
「
特

定
の
歌
謠
型
で
歌
う
語
句
」
が
あ
る
こ
と
を
指

す
る
に
止
め
、
字
義
の
解
釋
に
つ

い
て
は
敢
え
て
觸
れ
な
か
っ
た
。

（
7
）　

白
川
靜
譯
㊟
『
詩
經
國
風
』（
平
凢
社
、
一
九
九
〇
年
）。

（
8
）　

加
納
喜
光
譯
『
詩
經
上
』（
中
國
の
古
典
一
八
、
學
習
硏
究
社
、
一
九
八
二
年
）。

（
9
）　

石
川
忠
久
『
詩
經
上
』（
新
釋
漢
文
大
系
、
朙
治
書
院
、
一
九
九
七
年
）。『
詩
經

中
』（
新
釋
漢
文
大
系
、
朙
治
書
院
、
一
九
九
八
年
）。

（
10
）　

脚

は
江
㊒
誥
『
詩
經

讀
』（

文
印
書
舘
、
一
九
七
二
年
）
に
據
っ
た
。
脚

は
句
の
位
置
で
決
ま
る
（
た
と
え
ば
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
歌
謠
は
偶
數
句
に
脚

）
と
い
う

說
は
、
第
五
句
以
降
に
は
當
て
は
ま
ら
な
い
の
で
正
し
く
な
い
。

（
11
）　

牧
角
悅
子
は
唐
風
「
蟋
蟀
」（
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
型
）
が
「
奇
數
句
・
偶
數
句
ご
と
に

を
同
じ
く
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
二
手
に
分
か
れ
た
グ
ル
ー
プ
で
一
句
ご
と
に
對
唱

し
て
い
た
可
能
性
」
を
指

し
て
い
る
（
註（
９
）、『
詩
經
中
』
六
頁
）。
ま
た
周
文

化
を
傳
え
る
と
言
わ
れ
る
魯
頌
に
は

閒
反
復
句
が
多
い
。

（
12
）　
「
周
監
於
二
代
、
郁
郁
乎
文
哉
。
吾
從
周
」（『
論
語
』
八
佾
篇
）。

（
13
）　

孔
子
は
昔
か
ら
傳
え
ら
れ
て
き
た
三
千
餘
篇
の
詩
か
ら
三
〇
五
篇
を
選
び
、
み
な

弦
歌
し
た
と
い
う
（『
史
記
』
孔
子
世
家
）。
從
來
、
み
な
伴
奏
を
つ
け
て
歌
わ
れ
た

か
ど
う
か
は
疑
問
だ
と
言
わ
れ
て
き
た
が
（
吉
川
幸
次
郞
『
詩
經
國
風
上
』
中
國
詩

人
選
集
１
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年
、
一
一
頁
）、
ギ
タ
ー
で
言
え
ば
コ
ー
ド
だ

け
で
よ
い
な
ら
歌
の
伴
奏
は

興
で
で
き
る
。
も
し
國
風
が
本
來
「
こ
と
ば
の
♫

♫
樂
」
で
あ
っ
た
な
ら
、
孔
子
は
詩
を
一
讀
し
た
だ
け
で

興
で
♫

に
合
っ
た
伴

奏
和
♫
を
付
け
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
樂
器
の
コ
ー
ド
進
行
の
よ
う
に
伴
奏
の
コ
ー

ド
も
豫
想
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

（
14
）　

王
力
『
詩
經

讀
』（
上
海
古
籍
出
版
、
一
九
八
〇
年
）
に
よ
る
と
、
邶
風
「
日

⺼
」、
秦
風
「
渭
陽
」
も
脚

原
則
を
守
る
と
い
う
。

（
15
）　

註（
７
）参
照
。

（
16
）　

註（
10
）参
照
。

（
17
）　

註（
14
）参
照
。

（
18
）　
「
魏
文
侯
問
於
子
夏
曰
、
吾
端
冕
而
聽
古
樂
、
則
唯
恐
臥
。
聽
鄭
衞
之
♫
、
則
不

知
倦
。
敢
問
、
古
樂
之
如
彼
何
也
。
新
樂
之
如
此
何
也
。」

（
19
）　
「
鄭
聲
淫
」（『
論
語
』
衞
靈
公
篇
）。「
惡
鄭
聲
之
亂
雅
樂
也
」（
陽
貨
篇
）。 

（
20
）　
「
分
康
叔
以
大
路
、
少
帛
、
綪

、
旃
旌
、
大
呂
、
殷
民
七
族
、
陶
氏
、
施
氏
、

繁
氏
、
錡
氏
、
樊
氏
、
饑
氏
、
終

氏
、
封
畛
土
略
、
自
武
父
以
南
、
及
圃
田
之
北

」（『
春
秋
左
氏
傳
』
定
公
四
年
）。「
昔
周
遷
殷
民
于
洛
邑
、
城
隍
偪
狹
、
卑
陋
之

所
耳
」（『
水
經
』
穀
水
㊟
）。「
殷
之
頑
民
昔
所
止
…
人
皆

去
住
者
耻
」（
楊
衒
之



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
五
集

三
八

『
洛
陽
伽

記
』
卷
五
城
北
）。

（
21
）　
「
こ
の
敍
事
に
は
そ
れ
ぞ
れ
場
面
の
轉
換
」（
註（
７
）、
一
三
四
頁
）が
あ
る
。
敍

情
的
要
素
を
含
む
敍
事
詩
も
あ
る
。

（
22
）　
「
肆
直
而

愛
者
宜
歌
商
、
溫
良
而
能
斷
者
宜
歌
齊
。」

（
23
）　
「
爲
之
歌
唐
。
曰
、
思
深
哉
。
其
㊒
陶
唐
氏
之
遺
民
乎
。
不
然
、
何
憂
之
遠
也
。

非
令
德
之
後
、
誰
能

是
」（『
春
秋
左
氏
傳
』
襄
公
二
十
九
年
）。

（
24
）　
「
分
唐
叔
以
大
路
、
密
須
之
鼓
、
闕
鞏
、
沽
洗
、
懷
姓
九
宗
、

官
五
正
、
命
以

唐
誥
、
而
封
於
夏
虛
。

以
夏
政
、
疆
以
戎
索
。」

（
25
）「
豈
無
他
人
」「
豈
不
爾
思
」「
願
言
思
伯
」「
我
思
古
人
」「
心
之
憂
矣
」「
未
見
君

子
」「
彼
其
之
子
」「
夫
也
不
良
」
な
ど
が
こ
の
例
で
、
反
語
や
「
思
」「
憂
」
が
多

い
。

（
26
）　

家
井
眞（
註（
２
）参
照
）。

（
27
）　

註（
23
）参
照
。

（
28
）　

註（
７
）参
照
。

（
付
記
）

本
硏
究
の
一

は
第
六
二
回
日
本
中
國
學
會
大
會
（
二
〇
一
〇
年
）
で
、
ま
た
他

の
一

は
第
七
四
回
日
本
心
理
學
會
大
會
（
二
〇
一
〇
年
）
で
發
表
し
た
。


